
・興味のある本や大学にない本、
買うほどではない本を借りる場
所

・集中して勉強や仕事をする場所

・リラックス、リフレッシュする
ための場所

・知的好奇心を満たす場所

・仲間を広げる、人と繋がる場所

・大型本、DVD、紙芝居など、
コンテンツの魅力がある場所

・無料で利用できる場所

　　　　　　　　　　　　　など

駅から近い　⇄　家の近くにない

席数が多い　⇄　席数が少ない

蔵書が多い　⇄　古い本が多い

おしゃべりができる

　⇄　おしゃべりできない印象

予約システムが便利

　⇄　登録が面倒で不便

実際に本を手にとって読みたい

　⇄　ネットの方が早い

　　　返却が不便

　　　　　　　　　　　　　など

・「図書館のまち」やシリウスを
広くPRできるとよい

・様々な駅や施設、スーパー、コ
ンビニで返却ができるとよい

・図書館機能を他の施設と複合化
できるとよい

・新しい本をすぐに宅配レンタル
できるサービスがあるとよい

・図書館内に保育所を設置するな
ど、親子連れでの利便性が上が
るとよい

　　　　　　　　　　　　　など

あなたにとっての
図書館を教えてください

「図書館のまち」を実現するための

アイディア・キーワード

なぜ図書館を使う？
使わない？

やまと市民討議会
図書館のまちを実現するためには

開催結果概要

　大和市では、「図書館のまち」を実現することを
目指し、市民の方々からご意見やアイディアをいた
だき、市の取り組みの参考とするため、平成 29 年
11 月 26 日（日）に「やまと市民討議会」を開催
しました。

　開催にあたっては、普段、市に意見を述べる機会
の少ないいわゆる「サイレントマジョリティ」の方々
に参加していただくため、無作為抽出した市民
3,000名に案内を送付しました。

　当日は、そのうち申込みをいただいた 33 名の方
と市内高等学校6校から生徒10名が参加しました。 市民討議会の様子

午前のグループワークのまとめ

「やまと市民討議会～図書館のまちを
実現するためには」を開催しました！
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テーマ①　大和市どこでも「図書館」を感じられるまちにするには

４つのテーマに分かれて、各グループで話し合っていた
だきました。その後、最も共感できるアイディアについ
て参加者全員で投票を行いました。

午後のグループワークのまとめ 表の見方

テーマ②　普段のライフスタイルの中に自然にとけこめる「図書館」にするには

子どもだけで気軽
に利用できる図書
館が学区にひとつ
あるとよい

学校の図書室を土日開放、コミセンや
学習センターでなど、子どもだけで気
軽に、身近に利用できる本を増やそう

返却ポスト
が少ない

返却ポストを増やし、学校図書室開放
などの活動を積み重ねて、「大和は図書
館のまち」ということを植えつけよう

い い も の が
あっても良さ
を伝えていく
必要がある

図書館への来
場者が増える
とよい

FM やまと・FM 横浜からシリウスを
取材・発信し、幅広い世代に届けるた
め市報やSNSも活用しよう

まずは親を図書館に連れて来て、子どもにも
図書館に親しんでもらうために、図書館来場
ポイントを貯めてプレゼントをもらおう

5～10 年かけて、図書館の PR ソン
グを浸透させよう

かたいイメージが
ある

図書館の場所を知
らない

スポーツ、世界のスイーツ、輪投
げ大会など、世代をこえて楽しめ
るイベントを開催しよう

図書館のシンボル
マークがない

大和市家読推進キャラクター
「うちドック」が SNS で図書
館情報を発信しよう

行きづらい人が
いる

曜日・時間を決めてやまとん GO
の「図書館行き」を運行しよう

絵本・音楽・勉強などテーマに特
化した「テーマパーク型」図書館
をつくろう

図書館マップをつくろう

勉 強 の 相 談 に
乗ってくれる人
がいてほしい

大学生や元先生など、できる人
にお願いして学生の勉強を見る
仕組みをつくろう

そもそも読む機
会が少ない

利用者となるみんながメディア
（アニメ、映画など）から原作
を読むような流れを生み出し、
読書の促進をはかれるようにし
よう

シリウスがこん
なにすごいと思
わなかった

シリウスが核となって、シリウ
スの先進性や図書館のまち大和
市をさらに PR し、周辺都市も
一体となったまちづくりを推進
しよう

スポーツなどの
分野ではコーチ
だけに頼りがち

スポーツの現場に指導者向けの
本を設置することで、スポーツ
に携わる人が知識を深めるため
に、図書館へ行くきっかけにし
よう

図書館に行く
きっかけがない

市とみんな 1 人 1 人がおすす
め本のあらすじなどを日常的な
場に魅力的に設置することで図
書館に来るきっかけにしよう

多世代が交流でき
て、子どもと大人・
お年寄りが来たいと
思えるようにする

「借りる」「返す」と
いう負担感をもっと
もっと、そしてもっ
と減らしたい

図書館にわざわざ行
くのではなく、「つい
で」に行く・利用で
きるようにするには

図書館を子どもや高齢者を見
守りあえる場所として、本を
読まなくても「来てもいい場
所だよ」とPRしよう

各駅に予約本を受け渡しで
きる宅配 box をつくり、本
が届いたらメールが届くシ
ステムをつくろう

まちなかの空き店舗を活用して
図書に触れる場所をつくろう

民間企業と連携しよう

ライフスタイルの中に溶け込ませるには２つの視点
がありそう
a)図書館自体の来たいと思える魅力をUPする
b)図書館の「良さ」をまちなかに増やす

課題 解決アイディア
※太枠はグループごとに最も
　投票数が多かったアイディアです。
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図書館の勉強利用
ニーズに合わせて気
軽に読書に親しめる
工夫にしよう

「家庭」での図書館利用の位置
付けをUPさせることが大切

テーマ③　子どもが大人になるまで「図書館」に親しめる環境にするためには

テーマ④　『〇〇× 図書館』これまでにない新しい図書館のカタチを生み出すためには

多様な多世代が年齢関
係なく集まる拠りどこ
ろになっていない

本をきっかけに世代をこ
えて集まる場所にする＝
本と人とのコミュニケー
ションを活発にしよう図書館には様々な機能

が求められている

インターネットと異な
り、安心で小さい頃か
ら触れられる

クッションフロアなどの
キッズスペースを作り、
絵本や紙芝居などの読み
聞かせイベントなどを定
期的に実施しよう

世代によってニーズが
違う

大和駅前の治安
が悪い

『大和駅前の治安が悪い × 図書館』

シリウスから広がるオシャレ
なまちにしよう

大学生、社会人
とライフステー
ジが変わること
への不安がある

『勉強 × 図書館』
図書館で「学生の勉強会」や「働
き方を学ぶ会」、「市民のディス
カッションの場」の学びのサイク
ルを生み出そう

人口が増加し
ている

シリウスのような
機能がもっと必要

商店街が衰退
している

『空き店舗 × 図書館』
商店街の空き店舗で〇〇教室を実
施しよう

子ども食堂とコラボしたり、
道徳を教えてくれるなど家庭
に問題のある子の拠りどころ
にしよう

安心して来られるよ
うにしたい

物理的に行きづらい

駅周辺の治安が悪い

誰でも行きやすく「安心」し
て来られる図書館づくりをし
よう

大和市にはこれ
といった特徴が
ない

『特徴がない × 図書館』
「あの図書館のあるまち！」や「図
書のまち大和」など何か１つでも
図書館で有名にしよう

住宅街など路地
が狭い

『路地が狭い × 図書館』
路地で移動図書館をつくろう

飛行機の騒音が
うるさい

『飛行機の騒音 × 図書館』

厚木基地の近くの一番うるさいと
ころに静かなオアシスのような図
書館をつくろう

小中学校・高校
が多く、学生が
多い

『学生が多い × 図書館』

まずは小学生から大人と交流して
学ぶことのできる「寺子屋図書館」
をつくろう

『時間 × 図書館』
色んなスキマ時間に図書館機能
を挿入しよう

仕事や学校な
どの動線上に
図書館がない

『自販機 × 図書館』
各駅に自動貸出の自販機を設置
して、24 時間どこでも図書館を
実現しよう

小さな子連れでも気軽に
行ける立地であることが
大切

ひとりでも気軽に来られ
るスペースが求められる

本を読んでも孤独を感じ
ない、安心感がある

ついでに本を借りられる
工夫が大切

子どもからシニアま
でが交流・対話でき
る図書館づくりをし
よう

子どもとシニアの交流・
対話ができるように

同年代同士での交流ス
ペース

図書館までのアクセスも
安心安全

親の影響がやっ
ぱり大きい



時間 実施内容
9:30 受付開始

10:00 開会のあいさつ・市民討議会の目

的について

10:10 図書館のまちを実現するため
には（情報提供）

10:30 市民討議会の進め方の説明

10:50 8 グループ（5～ 6人）に分か
れて 3つのテーマについて席替
をしながら意見交換を行います。
テーマ①：あなたにとっての図書館を
　　　　　教えてください
テーマ②：なぜ図書館を使う？使わない？
テーマ③：「図書館のまち」を実現するた
　　　　　めのアイディア・キーワード

11:50 グループ成果の発表

12:20 昼食・休憩

時間 実施内容
13:20 午前中の成果の共有と後半グルー

プワークの進め方・テーマの確認

13:30 午前中に出された意見を受けて、
8グループ（5～ 6人）に分か
れて、各グループが 1つのテー
マについて、意見交換を行います。
テーマ①：大和市どこでも図書館を感じられる
　　　　　まちにするためには
テーマ②：普段のライフスタイルの中に自然に
　　　　　溶け込める図書館にするには
テーマ③：子どもが大人になるまで図書館に親
　　　　　環境にするためには
テーマ④：「〇〇×図書館」これまでにない
　　　　　新しい図書館の形を生み出すためには

15:30 グループ成果の発表

15:55 各グループで良いと思った発表に

ついてシール投票・まとめ

16:15 閉会のあいさつ・アンケート記入

・ 初めての体験でとても楽しかった。様々な意見を聞
く事ができたし、また自分の意見を高評価してもらう
ととても嬉しかった。

・ 図書館に行こうと思いました。今まで行ったことが
なかったけど、本を読むだけでなくて、いろいろある
のでいいなと思います。

・ 自分の住むまちが近々“図書館”をきっかけに、よ
り暮らしやすく変化するかもと希望が持てて嬉しいで
す。

　今回の市民討議会で頂いた内容は、市民参画で得た貴重な意見として取りまとめ、市の施策展開・
検討等の参考としていきます。

　URL: http://www.city.yamato.lg.jp/web/seisaku/seisaku01211799.html

大和市 政策部 総合政策課　電話：046-260-5304

＜市民討議会への満足度＞ ＜主な感想＞

● 当日のプログラム

● 参加者の感想

● 今後の取り組みについて

● お問い合わせ

満足
49％ほぼ満足

44％

普通
5％

やや不満
2％


